
 
 

 

 
 

 
 
 

3.1 部分係数設計法の概念 

今回の改訂の目玉である部分係数設計法は、統計データ

と信頼性理論に基づき定められた部分係数を用いて、作用

側（荷重）と抵抗側（部材）のそれぞれに対して安全率を

要因毎に細分化して設定する。 

具体的には、作用の特性値（荷重）に対しては、荷重組

合せ係数と荷重係数を考慮し、抵抗に係る特性値（部材）

に対しては、調査・解析係数、部材・構造係数および抵抗

係数を考慮し、（式-1）により部材等の耐荷性能を照査する。 
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ここに，

作用の特性値

作用効果であり，作用の組合せに対する橋の状況（ 部分係数なし）

部材等の抵抗に係る特性値で，材料の特性値 や寸法の特性値

を用いて算出される値

材料の特性値

寸法の特性値     荷重組合せ係数 荷重係数

調査・解析係数 部材・構造係数 抵抗係数

 

図-1 は、部分係数設計法の安全率の考え方と許容応力度

設計法の安全率の考え方を示したものである。 

許容応力度設計法では、作用側と抵抗側の不確実性要因

に係る余裕を 1 つにまとめて抵抗側の安全率として定義す

るが、部分係数設計法は、許容応力度法で定義している安

全率を様々な要因や荷重作用の種類ごとに設定する。これ

により、部分係数設計法は、橋の安全性や性能に対し、き

め細やかな設計が可能となり、構造の合理化によるコスト

縮減が期待できると言われている。 

 

3.2 試算 

 図-2①に示す仮定条件において、部分係数設計法と許容

応力度設計法のそれぞれの計算値にどの程度の差が生じる

かを試算した。その結果、作用応力度に対する制限値の余

裕量は、許容応力度設計法が 10N/mm2、部分係数設計法が 46 

N/mm2となり、部分係数設計法が許容応力度設計法に比べ、 

 

応力度レベルで 36N/mm2に相当する分、部材を薄くできる。

この結果は、部分係数設計法がコスト縮減に寄与するこ

とを示唆している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4．おわりに 

橋の設計法が許容応力度法から部分係数設計法へ移行

し、いよいよ性能設計の時代に入る。加えて、橋の耐久

性や維持管理性の確保が待ったなしの状況の中、設計者

の責任と判断がより一層求められることになる。 
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3．部分係数設計法 

図-1  部分係数法と許容応力法の安全率の考え方 
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図-2  部分係数法と許容応力法による試算 

 ① 仮定条件 

   ・部材の材質： SM490Y（板厚 40mm以下） 

・部材の降伏強度： σy = 355N/mm2   

・部材の許容応力度： σa = 210N/mm2（≒σy/1.7） 

・作用の組合せ：死荷重＋活荷重 

   ・死荷重による部材の曲げ応力度 σD = 120 N/mm2 

・活荷重による部材の曲げ応力度  σL = 80 N/mm2 

② 許容応力度設計法 

・σD ＋σL = 120 + 80 = 200 N/mm2  ≦ 210 N/mm2   

余裕量 10 N/mm2 

③ 部分係数設計法 

・作用応力度  PD qD D PL qL Lγ γ σ γ γ σ⋅ ⋅ + ⋅ ⋅  
21.00 1.05 120 1.00 1.25 80 226 /N mm= × × + × × =  

・制 限 値   2
1 2 0.90 1.00 0.85 355 272 /R y N mmξ ξ σ⋅ ⋅Φ ⋅ = × × × =  

・照 査   2 2226 /  272 /N mm N mm≦   余裕量 46 N/mm2 


